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せ
た
な
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
せ
た
な
町
で
は
「
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
地
域
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
町
」

を
基
本
理
念
に
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
認
定
こ
ど
も
園

や
保
育
所
、
学
童
保
育
所
を
開
設
、
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
児
童
手
当
や
子
ど
も
の
医
療

費
を
助
成
し
て
経
済
的
負
担
を
軽
減
し

た
り
、
乳
幼
児
健
康
相
談
な
ど
、
母
親

に
な
る
こ
と
や
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

に
伴
う
不
安
を
軽
減
し
な
が
ら
子
育
て

中
の
母
親
が
孤
立
し
な
い
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
せ
た
な
町
で
受
け
ら
れ
る
様
々
な
支

援
の
中
か
ら
主
な
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　 「
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
軽
減
」「
保
育

サ
ー
ビ
ス
」「
放
課
後
児
童
へ
の
支
援
」

に
つ
い
て

　
本
庁
町
民
児
童
課

　
☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
３（
直
通
）

　 「
母
子
の
健
康
の
た
め
の
支
援
」
に
つ

い
て

　
せ
た
な
町
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
師

　
☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
９
８
４（
直
通
）

◆ 

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担

軽
減

・
出
生
祝
金
の
支
給

　 

　
出
産
時
に
お
祝
い
金
（
３
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
。

・
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

　 

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
し

た
場
合
、
出
産
児
１
人
に
つ
き
一
時
金
を

支
給
し
ま
す
。

・
妊
産
婦
医
療
費
の
助
成

　 

　
母
子
手
帳
を
交
付
し
た
月
か
ら
出
産
し

た
月
の
翌
月
末
日
ま
で
の
期
間
の
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
妊
産
婦
健
診
通
院
交
通
費
助
成

　 

　
妊
産
婦
健
診
に
か
か
る
通
院
交
通
費
や

出
産
準
備
に
係
る
宿
泊
費
に
つ
い
て
、
北

海
道
の
基
準
に
基
づ
き
助
成
し
ま
す
。

・
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　 

　
18
歳
未
満
の
児
童
（
18
歳
の
誕
生
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
を
対
象
に
、

医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

・
未
熟
児
養
育
医
療
の
給
付

　 

　
出
生
時
体
重
が
2
0
0
0
g
以
下
等
の

未
熟
児
で
あ
っ
て
、
医
師
が
入
院
養
育
が

必
要
と
認
め
た
場
合
の
養
育
医
療
を
給
付

し
ま
す
。

・
児
童
手
当

　 

　
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。（
所
得

制
限
あ
り
）

　 

　
３
歳
未
満
　
１
万
５
千
円

　
　
３
歳
以
上
～
小
学
生
　
１
万
円

　
　（
第
３
子
以
降
１
万
５
千
円
）

　
　
中
学
生
以
上
　
１
万
円

・
保
育
料
の
軽
減

　 

　
３
歳
未
満
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
や
多

子
世
帯
等
の
子
の
保
育
料
を
軽
減
し
ま

す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

・ 

３
歳
以
上
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化

　 

　
３
歳
以
上
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
保
育

料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

・ 

給
食
費
の
無
償
化
（
学
校
・
保
育

所
等
）

　 

　
学
校
給
食
費
及
び
・
保
育
所
等
の
給
食

費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
通
学
定
期
運
賃
の
補
助

　 

　
北
海
道
檜
山
北
高
等
学
校
、
北
海
道
長

万
部
高
等
学
校
へ
の
通
学
定
期
券
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

・ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
医
療
費
の

助
成

　 

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
両
親
の
い
な
い
家
庭

の
18
歳
未
満
の
児
童
と
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
ま
た
は
母
を
対
象
に
医
療
費
を
助
成
し

ま
す
。

・
児
童
扶
養
手
当

　 

　
18
歳
未
満
の
児
童
（
18
歳
の
誕
生
日
以

降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
を
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
親
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。（
所

得
制
限
あ
り
）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　 

　
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。（
所
得

制
限
あ
り
）
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◆
母
子
の
健
康
の
た
め
の
支
援

・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　 

　
妊
娠
の
届
出
を
受
け
て
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
ま
す
。

・
妊
婦
一
般
健
康
診
査

　 

　
妊
婦
一
般
健
康
診
査
票
と
妊
娠
超
音
波

検
査
票
を
、
そ
れ
ぞ
れ
14
回
分
発
行
し
ま

す
。

・
産
婦
健
康
診
査

　 

　
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
心
身
状
態
を

確
認
す
る
健
診
の
受
診
票
を
発
行
し
ま

す
。

・ 

新
生
児
訪
問
（
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
・

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
）

　 

　
出
産
後
の
母
親
の
体
調
や
子
ど
も
の
健

康
・
発
達
状
態
を
確
認
す
る
た
め
、
乳
児

の
身
体
計
測
、
育
児
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

母
子
保
健
事
業
、
予
防
接
種
事
業
等
の
説

明
・
指
導
し
ま
す
。

・
新
生
児
聴
覚
検
査

　 

　
新
生
児
の
聴
覚
に
異
常
が
な
い
か
を
調

べ
る
検
査
の
受
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

・
乳
幼
児
健
康
診
査
受
診
票
の
発
行

　 

　
低
出
生
体
重
児
や
障
が
い
児
等
、
専
門

医
療
機
関
で
健
診
が
必
要
な
子
ど
も
等

に
、
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票
を
発
行

し
ま
す
。

・
乳
児
健
康
診
査

　 

　
３
～
４
か
月
児
と
経
過
観
察
中
の
乳
児

を
対
象
に
、
医
師
診
察
、
保
健
師
に
よ
る

身
体
計
測
・
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

・ 

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
、
３
歳

児
健
康
診
査

　 

　
小
児
科
医
師
の
診
察
、
歯
科
検
診
、
身

体
計
測
の
ほ
か
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指
導
・
相
談
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

・
５
歳
児
健
康
診
査

　 

　
小
児
科
医
師
の
診
察
、
歯
科
検
診
、
身

体
計
測
の
ほ
か
、
今
金
高
等
養
護
学
校
の

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
こ
と
ば
の
相
談
等
を
実
施
し
ま
す
。

・
乳
幼
児
健
康
相
談

　 

　
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
等
に
よ
る
保
健

指
導
を
行
い
、
保
護
者
の
育
児
不
安
の
軽

減
や
乳
幼
児
の
生
活
習
慣
の
確
立
へ
向
け

た
支
援
し
ま
す
。

・
療
育
相
談

　 

　
子
ど
も
発
達
相
談
、
巡
回
児
童
相
談
な

ど
発
達
支
援
専
門
の
職
員
に
よ
る
、
成
長
・

発
達
の
遅
れ
の
心
配
が
あ
る
子
ど
も
の
相

談
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

◆
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・ 

通
常
保
育
事
業
（
認
定
こ
ど
も
園
、

保
育
所
）

　 

　
保
護
者
に
代
わ
り
認
定
こ
ど
も
園
及
び

保
育
所
で
の
保
育
を
し
ま
す
。

・
一
時
預
か
り
事
業

　 

　
育
児
疲
れ
の
解
消
や
急
病
、
パ
ー
ト
就

労
等
に
よ
る
一
時
的
な
預
か
り
保
育
を
し

ま
す
。

・
延
長
保
育
（
時
間
外
保
育
）

　 

　
保
育
短
時
間
認
定
児
を
対
象
に
、
残
業

な
ど
急
用
が
あ
る
場
合
、
通
常
の
保
育
時

間
ま
で
延
長
し
て
預
か
り
ま
す
。

・
障
が
い
児
保
育

　 

　
町
内
の
教
育
・
保
育
施
設
で
障
が
い
児

な
ど
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
の

受
け
入
れ
を
し
ま
す
。

・ 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

（
地
域
子
育
て
拠
点
事
業
）

　 

　
育
児
不
安
等
へ
の
相
談
・
指
導
と
と
も

に
親
子
が
自
由
に
交
流
で
き
る
場
と
し
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
ま
す
。

◆
放
課
後
児
童
へ
の
支
援

・ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

　 

　
小
学
生
児
童
に
安
全
・
安
心
な
放
課
後

の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
学
童
保
育
所

を
開
設
し
ま
す
。
　

・
離
乳
食
訪
問

　 

　
離
乳
食
の
勧
め
方
や
栄
養
に
つ
い
て
、

管
理
栄
養
士
が
指
導
し
ま
す
。

・
子
ど
も
の
健
康
教
室

　 

　
育
児
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
術
の
習
得

や
、
母
親
同
士
の
交
流
の
機
会
と
す
る
た

め
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

・ 

歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布

　 

　
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科

検
診
の
実
施
、
虫
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ

素
塗
布
、
歯
磨
き
指
導
を
し
ま
す
。

・
予
防
接
種

　 

　
四
種
混
合
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
麻
し
ん
・
風
し

ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
・
二
種
混
合

等
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
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(

株

)

伊

関

組

か

ら

ゆ
う
き
堆
肥
の
寄
附

　
５
月
18
日
（
水
）、
株
式
会
社
伊
関
組
（
代

表
取
締
役
社
長
　
伊
関
寿
之
氏
）
か
ら
「
ゆ

う
き
堆
肥
」
１
３
０
袋
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
が
行
っ
て
い
る
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
で
、
町
の
環
境
美
化
の
た
め
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
、

各
区
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
定
空
家
等
の
解
体
除
去 

せ
た
な
町
初
の
略
式
代
執
行
に
着
手

　
６
月
１
日
（
水
）、
瀬
棚
区
に
あ
る
所
有

者
不
明
の
危
険
家
屋
前
で
、
解
体
除
去
す
る

た
め
、
高
橋
町
長
が
略
式
代
執
行
の
開
始
を

宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
家
屋
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
「
そ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
の
危
険

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
」
の
特
定
空
家

等
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
所
有
者
が
不
明

だ
っ
た
た
め
、
近
隣
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
公
簿
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
長
期
間
の
調
査
に
も
関
わ
ら
ず
、

◆
略
式
代
執
行
物
件

⑴
工
事
日
程

　
　
令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
４
年
７
月
22
日
ま
で
（
予
定
）

⑵
建
物
の
概
要

　
①
所
在
地
　

　
　
久
遠
郡
せ
た
な
町
瀬
棚
区
本
町
５
区

　
　（
4
4
8
番
地
１
～
5
0
6
番
地
２
内
）

　
②
種
類

　
　
住
宅

　
③
構
造
等

　
　
木
造
２
階
建
（
床
面
積 

推
定
約
50
㎡
）

　
④
所
有
者

　
　
不
明

⑶
内
容

　
①
建
築
物
等
の
解
体
除
去

　
② 

建
築
物
内
部
の
動
産
の
搬
出
お
よ
び

処
分

⑷
代
執
行
費
用

　 

　
工
事
契
約
額 

　
１
、４
１
９
千
円

建
物
所
有
者
も
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地
の

所
有
者
も
判
明
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
所

有
者
不
明
な
物
件
と
判
断
し
、
町
が
解
体
す

る
手
続
き
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
12
月
10
日
付
で
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
の
特
定
の
た
め
、
解
体
除
去
等
の
措

置
を
命
じ
る
公
告
を
し
ま
し
た
が
、
期
限
ま

で
除
去
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
略
式
代
執
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
費
用
は
約
１
４
０
万
円
で
、
７
月
22
日
ま

で
に
危
険
家
屋
が
解
体
除
去
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
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選 挙 管 理 委 員 会 か ら の お 知 ら せ

問い合わせ先 　せたな町選挙管理委員会事務局　　　　　　　　　☎ 0137 ｰ 84 ｰ 5111

◆ 選挙候補者のポスターを破いたり、損傷させる行為は、
悪質な犯罪行為です。

　政治活動用ポスターや選挙運動用ポスターを破いたり、落書き

をする行為は器物損壊罪に当たり、逮捕された事例もあります。

　また、選挙運動用ポスターに対して、このような行為した場合

は器物損壊罪のみならず、公職選挙法第 225 条に規定された「選

挙の自由妨害罪」に該当し、４年以下の懲役もしくは禁錮または

100 万円以下の罰金など、重い罰を受けることから、絶対にやめ

ましょう。

公正でクリーンな選挙についてご協力をお願いいたします

日本赤十字社資募集のお礼と報告
　令和３年度の社資募集につきましては、次のとおりたくさんの社資をお寄せいただきました。

　ご協力をいただきました皆さまの善意に、心より感謝申し上げます。

　お寄せいただきました社資は、日本赤十字社北海道支部へ送金し、災害救護活動、救急法講習会の

普及などに役立てられています。

　今後とも、日本赤十字社の活動に、ご支援・ご協力をお願いいたします。

　　　　総額　１, ２０５, ５６６円

日本赤十字社交付金の活用内容
　日本赤十字社北海道支部へ送金した社資の一部が交付金として、せたな町（日本赤十字社せたな町

分区）へも交付されており、福祉活動・災害救護活動として、次の事業に活用しています。

　●災害用備品購入〔近年購入した備品の一部〕

　　・災害用簡易ベット　４台（Ｒ３）

　　・避難所用パーテーション　10 張（Ｒ２）

　●福祉用具貸出事業

　　車イスや歩行器、ポーダブルトイレなどの福祉用具を貸出しています。

　●ＡＥＤ講習出前講座

　　せたな消防署と連携してＡＥＤトレーナー等を用いた救急法の講習を行っています。

　 ◎福祉用具貸出を希望する方は、保健福祉課社会福祉係へ、ＡＥＤ講習出前講座を希望する方は、

せたな消防署へお問い合わせください。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

問 い 合 わ せ 先
日本赤十字社せたな町分区 ( 保健福祉課社会福祉係）　 ☎ 0137-84-5984
せたな消防署　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎ 0137-84-5709
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広報せたな　令和４年７月号

■７月に保険料額をお知らせします 
令和４年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

≪保険料の計算方法≫

均 等 割

51,892 円
（１人当たり保険料）

+
所 得 割

                        　　　　　　　　　　× 10.98％
　　　　　　　　（本人の所得に応じた額）

 １年間の保険料

 【限度額 66 万円】
(100 円未満切捨 )

＝

●１年間の保険料の上限額は、66 万円になります。
●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。
※前年の所得金額により、43 万円の控除額が異なる場合があります。

 令和３年度中の所得ー最大 43 万円

◎ 保険料の軽減
①均等割の軽減 ( 年額 )
●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
●昭和 32 年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに 15 万円を引いた額で判
定します。

対  象  者  の  所  得  要  件
（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定の所得額）

均等割の軽減割合
令和４年度

43 万円＋10 万円×( 給与所得者等の数ー１） ７割

43 万円＋（28 万５千円×世帯の被保険者数）
＋10 万円×( 給与所得者等の数ー１）

５割

43 万円＋（52 万円×世帯の被保険者数）
＋10 万円×( 給与所得者等の数ー１）

２割

※給与所得者等とは、以下のいずれかに該当する方となります。
・給与等の収入金額が 55 万円を超える方
・公的年金の収入金額が 60 万円 (65 歳未満 )、125 万円 (65 歳以上 ) を超える方

②被用者保険の被扶養者だった方の軽減
●この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別措置として、所得割が
かからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減となります。（51,892 円→ 25,946 円）
 ※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の国民
健康保険等は含まれません。

◎ 保険料の減免
●保険料のお支払いが困難な場合は、町民児童課国保医療係へご相談ください。
●災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料のお支払いが困
難な方については、保険料の減免が受けられる場合があります。

◎ 保険料のお支払い方法
●保険料のお支払いは、原則「年金天引き」です。（申し出によって「口座振替」の可能）
　ただし、次の（１）～（３）のいずれかに該当する方は「年金天引き」の対象となりません。
　「納付書」または「口座振替」にてお納めください。
　※社会保険料控除は、「年金天引き」の方は本人に、「口座振替」の方は口座名義人に適用されます。

（１）介護保険料が年金天引きされていない方
　　　（年金額が年額 18 万円未満の方）

（２） 介護保険と後期高齢者医療の保険料の合計額が
介護保険料が天引きされている年金の受給額の
半分を超える方

（３）新たに制度に加入された方の半年の期間

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
令 和 ４ 年 度 の 保 険 料 の お 支 払 い と
保険証（被保険者証）の一斉更新について 

※ご注意※
 国民健康保険料 ( 税 ) の口座振替は自動継続
 されません。
 再度、町民児童課国保医療係へ申し出を行っ
てください。
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0 0

北海道後期高齢者医療広域連合

3 9 0 1 1 0
保険者番号
並びに保険
者の名称及
び印

一部負担金
１割

の割合

平成２０年　４月　１日

発 効 期 日 平成２０年　４月　１日

生年月日 昭和　７年　７月　７日

男氏 名 広域　太郎

０１２３４５６７

被

保

険

者

住 所

広域市連合町１丁目

有 効 期 限　　〇〇年　９月３０日

交 付 年 月 日　　〇〇年　７月　１日

後期高齢者医療被保険者証

公印
（朱）

被保険者番号

資格取得年月日

被保険者番号

資格取得年月日

1 1 0 0 0

北海道後期高齢者医療広域連合

3 9 0

該当年月日

保険者番号
並びに保険
者の名称及
び印

長 期 入 院 保険
者印

　〇〇年　８月　１日

発 効 期 日 　　〇〇年　８月　１日

適 用 区 分 区分Ⅱ

氏 名 広域　太郎

生年月日 昭和　７年　７月　７日

被

保

険

者

住 所

広域市連合町１丁目

男

交 付 年 月 日　　〇〇年　８月　１日

０１２３４５６７

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

有 効 期 限　　〇〇年　７月３１日

公印
（朱）

被保険者番号

印

被保険者番号 被保険者番号

被保険者番号

0 0

北海道後期高齢者医療広域連合

3 9 0 1 1 0
保険者番号
並びに保険
者の名称及
び印

発 効 期 日 　　〇〇年　８月　１日

適 用 区 分 現役Ⅱ

氏 名 広域　太郎

生年月日 昭和　７年　７月　７日

被

保

険

者

住 所

広域市連合町１丁目

男

交 付 年 月 日　　〇〇年　８月　１日

０１２３４５６７

後期高齢者医療限度額適用認定証

有 効 期 限　　〇〇年　７月３１日

公印
（朱）

被保険者番号被保険者番号

被保険者番号

被保険者番号

■ 保険証が新しくなります （黄緑色→黄色）
　現在ご使用の黄緑色の保険証の有効期限が令和４年７月 31 日をもっ
て満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、黄
色の保険証をご使用ください。

〇新しい保険証の有効期限は、令和４年９月 30 日です。
○ 窓口負担割合の見直しに伴い、９月中に、すべての被保険者の方を

対象に新しい保険証を交付します。
　（窓口負担割合が変更とならない方も含みます。）    
○ 紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、『町民児童課国

保医療係』までお申し出ください。

新 し い 保 険 証 は 「 黄 色 」 で す

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）
　限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（橙色→水色）
　現在ご使用の橙色の減額認定証及び限度証の有効期限が令和４年７月 31 日をもって満了となるた
め、８月以降は使用できなくなります。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証及び限度証を交付しますので、８月１日から
は水色の減額認定証及び限度証をご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、『町民児童課国保医療係』
へ申請してください。※有効期間は１年間です。

◎減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

区分Ⅱ ○ 世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該
当する方

○ 世帯全員の所得が０円の方
　※公的年金控除は 80 万円を適用
　※給与所得がある場合、その金額から 10 万円を控除

○ 老齢福祉年金を受給されている方

◎限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠまたは現役並みⅡに該当する方

現役並みⅢ 住民税課税所得が 690 万円以上の被保険者と、その方と
同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅡ 現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が 380 万円以上
の被保険者とその方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ 現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と
同一世帯にいる被保険者の方

新しい減額認定証及び限度証は「水色」です

お 問 い 合 わ せ 先
 北海道後期高齢者医療広域連合

 〒 060-0062
 札幌市中央区南 2 条西 14 丁目 国保会館６階
 ☎ 011-290-5601

 本庁　町民児童課国保医療係　☎ 0137-84-5113（直通）

 瀬棚支所　住民係　　　　　　☎ 0137-87-3311

 大成支所　住民係　　　　　　☎ 01398-4-5511
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広報せたな　令和４年７月号

国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ
国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 の 更 新 及 び 、
限度額適用・標準負担額減額認定証の更新について

■ 国民健康保険被保険者証の更新があります

　70 歳未満の方の被保険者証イメージ

北　海　道
国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　　　　令 和 ５ 年 ７ 月 3 1 日
交付年月日　　　令 和 ４ 年 8 月 １ 日
適用開始年月日　平成 XX 年 XX 月 XX 日

記　　号　せたな　　　　番　号　123456( 枝番 )78
氏　　名　国　保　　太　郎
生年月日　平成 XX 年 XX 月 XX 日　　性別　○
世帯主名　国　保　　太　郎
住　　所　北海道久遠郡せたな町○○区○○ 12-34　

保険者番号

交付者名　　　せたな町

0 1 0 8 1 9
印

　70 歳から 74 歳までの方の被保険者証イメージ

北　海　道
国民健康保険
被 保 険 者 証
兼高齢受給者証

有効期限　　　　令 和 ５ 年 ７ 月 3 1 日
交付年月日　　　令 和 ４ 年 8 月 １ 日
適用開始年月日　平成 XX 年 XX 月 XX 日
発効期日　　　　令和 XX 年 XX 月 XX 日
一部負担金の割合２割

記　　号　せたな　　　　番　号　123456( 枝番 )78
氏　　名　国　保　　太　郎
生年月日　昭和 XX 年 XX 月 XX 日　　性別　○
世帯主名　国　保　　太　郎
住　　所　北海道久遠郡せたな町○○区○○ 12-34　

保険者番号

交付者名　　　せたな町

0 1 0 8 1 9
印

■ 限度額適用・標準負担額減額認定証の更新について
　外来及び入院で１か月の医療費が高額になった場合でも、医療機関に認定証を提示することで、窓口
での支払い（保険適用分に限る）が自己負担限度額までになったり、入院時の食事代が減額されたりし
ます。
　認定証の有効期限は、毎年7 月31 日までとなっています。8 月以降も必要な方は、再度申請をしてく
ださい。なお、新規の申請は、随時受付けています。

◎ 申請に必要なもの
　次を持参し、担当窓口で申請してください。

●国民健康保険被保険者証
●印鑑
●有効期限が令和４年 7 月 31 日の認定証（以前に交付を受けた人のみ）

※　交付を申請できる認定証は、年齢及び所得区分に応じて異なります。
※　認定証は、申請した月の初日から有効です。月をさかのぼっての発行はできません。
※　国民健康保険税の滞納がある世帯の人には、認定証の交付ができない場合があります。

問 い 合 わ せ 先
本庁町民児童課国保医療係　 　　　　　　　☎ 0137 ｰ 84 ｰ 5113（直通 )

　瀬棚支所住民係　　　　　　　　　　　　 　☎ 0137 ｰ 87 ｰ 3311　　　
　大成支所住民係　　　　　　　　　　　 　　☎ 01398 ｰ 4 ｰ 5511

医療費助成受給者証をお持ちの方へ更新申請手続きのお知らせです

医療費助成受給者証（重度心身障がい者医療・ひとり親家庭等医療・子ども医療）の
　有効期限は令和４年７月 31 日までです。

　現在受給者証をお持ちの方は、自動更新となっておりますので新しい受給者証を７月中に郵
送します。
　８月以降受診の際は医療機関等に必ずご提示くださいますようお願いします。
※ 受給者証をお持ちの方で、せたな町に住所がない方や令和４年１月２日以降に転入された方

などは、住所地（前住所地）の市区町村が発行する所得・課税証明書や住民票などが必要と
なる場合があります。

　該当の方は後日郵送にてご連絡しますので、必要書類をご確認のうえ申請してください。
※ 受給者証をお持ちでない方で、該当になると思われる方やその他ご不明な点などありました

らお問い合わせ下さい。

①被保険者証の交付は、７月中に各ご家庭へ郵送します。
②70 歳以上の被保険者は高齢受給者証が必要なくなり、被保険者証に負担割
合の表記がされることになります。
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せ
た
な
に
っ
き

　
５
月
29
日
（
日
）、

瀬
棚
港
緊
急
離
発
着

場
で
町
内
各
消
防
団

に
よ
る
総
合
演
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
地
域
を
火
災
か
ら

守
る
の
は
自
分
た
ち

だ
」
と
い
う
強
い
信

念
の
も
と
、
真
剣
に

訓
練
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
制
作
が
見

合
わ
さ
れ
て
い
た

「
せ
た
な
町
観
光
ポ
ス

タ
ー
」
の
制
作
が
３

年
ぶ
り
に
始
ま
り
ま

し
た
。

　
６
月
３
日
（
金
）、

ロ
ケ
ハ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

ウクライナ避難民への緊急支援募金のお礼と報告
　ウクライナから道内へ避難された方々への生活資金を支援するために
行った「ウクライナ避難民への緊急支援募金」につきまして、募金総額は
次のとおりでした。
　寄せられた募金を５月 26 日（木）に日本国際連合協会北海道本部に送
金いたしましたので、お知らせいたします。
　町民皆さまのあたたかいご支援とご協力に感謝申し上げます。

　　　　総額　１１３，４３４円

資源ごみ回収実施団体の新規登録について
　町では、ごみの減量と資源ごみの有効活用を図るため、資源ごみの回収を行った各種団体に対し、売却（引渡し）

量をもとに「資源ごみ回収奨励金」を交付しております。奨励金の交付を受けるためには、事前に「団体登録」

が必要です。新規に登録を希望する団体は、下記のとおり登録手続をされるようお願いいたします。

※既に 1 度登録を行っている団体については、手続き不要です。

　■登録対象団体　　町内会・子供会・老人クラブ等の営利を目的としない団体

　■対象品目　　　　次の品目で、回収業者が有価で買い取ったもの

　　　　　　　　　　・古紙類（新聞、雑誌、紙パック、雑紙）

　　　　　　　　　　・古繊維類（古着、古布） 

　　　　　　　　　　・金属類（空き缶、金属くず類）

　　　　　　　　　　・空きびん（ビールびんや一升びんなど）及び、びんケース　　

　■奨励金の額　　　回収実績に対する奨励金の額 ・・・　４円／ kg　

　■申込方法　　　　 「せたな町資源ごみ回収団体登録申請書」に、必要事項を記入のうえ申し込み下さい。用

紙は下記担当窓口でお受け取りください。

　※ 随時、新規登録を受付しますが、登録日以前の回収実績分は交付対象外となりますのでご注意ください。

問 い 合 わ せ 先 本庁町民児童課環境衛生係　 　　　　　　　☎ 0137 ｰ 84 ｰ 5113（直通 )

問 い 合 わ せ 先 本庁総務課総務係　 　　　　　　　　　　　　　　☎ 0137 ｰ 84 ｰ 5111

６
月
～
７
月
（
近
況
報
告
）

せ
た
な
町
連
合
消
防
団
総
合
演
習

観
光
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
始
ま
る
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せ
た
な
出
身
自
衛
官

 

活
動
報
告

の
両
方
を
受
験
し
ま
し
た
。
今
金

地
域
事
務
所
の
広
報
官
の
後
藤
さ

ん
か
ら
自
衛
隊
の
事
を
色
々
と
教

え
て
い
た
だ
く
中
で
、
他
職
業
に

は
無
い
魅
力
を
感
じ
、
ま
た
、
今

ま
で
サ
ッ
カ
ー
部
で
培
っ
た
体

力
、
協
調
性
な
ど
を
生
か
せ
る
と

思
い
自
衛
隊
へ
の
入
隊
を
決
意
し

ま
し
た
。
　

　
教
育
隊
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
同
期
と
苦
楽
を
共
に
す

る
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。
共
同
生

活
を
す
る
中
で
絆
が
深
ま
り
、
楽

し
い
時
間
と
な
る
と
と
も
に
見
分

も
広
が
り
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
正
式
に
部
隊
配
置

と
な
り
、
色
々
な
苦
労
は
あ
ろ
う

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
健
康
第
一

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
の
お
盆
の
時
期
に
は
、
自

衛
隊
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
長
期

休
暇
（
約
10
日
間
）
を
と
り
、
久

し
ぶ
り
に
せ
た
な
町
の
澄
み
き
っ

た
空
気
を
吸
い
に
帰
省
し
た
い
と

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
ま
し
て
。
せ
た
な
町
北
檜

山
区
出
身
の
工
藤
祥
吾
で
す
。

　
僕
は
今
年
の
３
月
、
檜
山
北
高

等
学
校
を
卒
業
後
、
同
級
生
の
濱

口
悠
陽
君
と
一
緒
に
自
衛
官
候
補

生
と
し
て
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
、

埼
玉
県
熊
谷
市
に
あ
り
ま
す
航
空

自
衛
隊
熊
谷
基
地
で
約
３
カ
月

間
、
教
育
隊
と
呼
ば
れ
る
自
衛
官

に
な
る
た
め
の
教
育
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
５
月
に
人
生
初
と
な
る
最
高
気

温
35
℃
を
体
験
し
、
せ
た
な
町

で
は
経
験
し
な
い
よ
う
な
暑
さ
に

食
欲
不
振
気
味
に
も
な
り
ま
し
た

が
、
何
と
か
身
体
も
慣
れ
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
せ

た
な
町
を
出
発
す
る
前
日
の
３
月

30
日
は
不
安
い
っ
ぱ
い
で
よ
く
眠

れ
ず
に
31
日
の
朝
を
迎
え
、
約

１
０
０
０
㌔
離
れ
た
見
知
ら
ぬ
土

地
に
移
動
し
た
こ
と
が
、
つ
い
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま

す
。

　
昨
年
の
今
頃
は
、
卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
た
時
で
あ

り
、
僕
は
地
方
公
務
員
と
自
衛
隊

第
９
回

　地域おこし協力隊の榛葉隆太です。

　英会話教室などでお目にかかった方も

いると思いますが、昨年の 10 月から起業

を目的に赴任しています。

　私は、殺陣や日本舞踊などの日本の伝

統芸能を学んだ後、プロパフォーマーと

して舞台を中心に、国内のほか、ヨーロッ

パなどで活動していました。20 代後半で

本格的にヨーロッパに渡り、イギリスで

ビジネス（戦略とマーケティング）と起

業家精神を学びながら、舞台活動をして

いましたが、様々な事情から一旦、舞台

活動を休止、音楽の都のチェコに渡り、

コンサルティング会社に勤めました。

　数年前に帰国し、東京のアート系会社

で働いていましたが、どうしても自然の

中で暮らしたくて、せたな町に来ました。

　もちろん他にも自然が綺麗な町はあり

ましたが、海と山に囲まれていて、その

両方の恩恵を受けられる贅沢さが移住の

決め手となりました。

　また、舞台で歌うなど、シンガーソン

グライターとしても活動していて、映画

の舞台になったと思われる丘の上から撮

影したせたなの写真がとても美しく、以

前から自分の中にあった「こういう自然

の中で曲を作りたい」というイメージに

しっくりくるものがあったというのも理

由のひとつです。

　赴任から 8 ヶ月ほどが経ちますが、ビ

ジネスの分野では海外マーケティングと

戦略が専門でしたので、最初の半年間は

せたな町の皆さんと知り合うという意味

合いも兼ねて、色々な事業者の方と商品

や海外に関してお話ししたり、国内メディ

ア向けＰＲのために一緒にプレスリリー

ス（宣伝資料）を作成したほか、英語が

得意なので、海外へ向けた町の情報発信

や英会話教室の講師をしていました。

　芸術分野では、先日、彩川さくらさん

の新曲を書き、札幌で収録するなど、曲

のプロデュースなどを中心に活動してき

ました。今後はタイミングをみて、殺陣

や日本舞踊のワークショップなどもやっ

ていけたらと思っています。

　彩川さんの曲は 6 月中には LINE Music な

どで配信予定のため、Aya SAKURA “ユメ

ザクラ”で検索してみてください。

第 55 回

北檜山区出身北檜山区出身
　工藤 祥吾　工藤 祥吾
　自衛官候補生　自衛官候補生
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■
近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
、
犬
や

猫
な
ど
を
自
宅
で
飼
っ
て
い
る
方
が

増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
動
物
が
大

好
き
な
人
か
ら
嫌
い
な
人
ま
で
、
社

会
で
は
様
々
な
人
が
集
ま
っ
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
犬
と
猫
を
合
わ

せ
た
飼
育
数
は
、
令
和
３
年
で
約

１
６
０
０
万
匹
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
ペ
ッ
ト

に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
法
律
と
し
て
、

「
動
物
愛
護
管
理
法
」
と
い
う
法
律

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、「
人

と
動
物
の
共
生
す
る
社
会
の
実
現
」

を
目
的
と
し
て
、
動
物
愛
護
や
ペ
ッ

ト
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
対
し
て

適
切
な
飼
育
を
求
め
る
と
と
も
に
、

特
に
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
、
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
動
物
販
売
業
者

に
対
す
る
規
制
を
定
め
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

■
家
庭
で
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育
方
法
な

ど
、
よ
り
具
体
的
な
こ
と
を
定
め
た

も
の
と
し
て
、「
家
庭
動
物
等
の
飼

育
及
び
保
管
に
関
す
る
基
準
」（
平

成
25
年
環
境
省
告
示
82
号
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
は
、
犬
や
猫
の
飼
育

方
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
基
準
が
あ

り
、
犬
の
散
歩
に
つ
い
て
も
記
載
が

あ
り
ま
す
（
犬
を
制
御
で
き
る
者
が

引
き
運
動
を
行
う
。
運
動
場
所
・
時

間
帯
等
に
十
分
配
慮
す
る
。
大
型
犬

等
に
つ
い
て
は
人
が
多
い
場
所
を
避

け
る
よ
う
努
め
る
な
ど
。）
猫
に
つ

い
て
は
、
屋
内
飼
育
に
努
め
る
こ
と
、

屋
外
飼
育
の
場
合
に
は
去
勢
・
不
妊

手
術
を
行
う
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ら
は
ペ
ッ
ト
を
安
全
に
飼
う

た
め
の
基
準
で
す
が
、
ペ
ッ
ト
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
基
準
で
も
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ

ト
の
不
適
切
な
管
理
が
原
因
で
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
、
訴
訟
に
な
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

■
そ
の
ほ
か
、
狂
犬
病
予
防
法
な
ど

の
予
防
注
射
を
義
務
付
け
た
法
律

も
、
ペ
ッ
ト
に
関
連
す
る
法
律
と
い

え
ま
す
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
み
な

さ
ま
か
ら
の
法
律
相
談
を
承
っ
て

お
り
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を

充
た
す
方
で
あ
れ
ば
、
３
回
ま
で

無
料
の
法
律
相
談
を
承
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
予
約
の
お
電
話
は
、

「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎

０
５
０
・
３
３
８
３
・
８
３
６
６
）」

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。
ま
た
、

「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎

０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
６
３
）」

で
も
、
同
様
に
法
律
相
談
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
と
法
律

法
テ
ラ
ス 

八
雲
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　
　

弁
護
士　

森
田　
　

寛　

　
　
　
　
　
　

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

法
テ
ラ
ス

　
八
雲
通
信

町営住宅等の入居者募集
空室あります！

申込期間：６月 23 日（木）～７月５日（火）

□町営住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
徳島団地 北檜山 １- ３ H 13 65.44 ㎡ ２LDK 20,600 ～ 30,700 円
川沿団地 〃 ４-387 H ９ 76.53 ㎡ ３LDK 24,000 ～ 35,700 円

〃 〃 ２-356 H ５ 71.30 ㎡ ３LDK 21,700 ～ 32,300 円
豊岡高台団地 〃 B-29 S 39 33.03 ㎡ ２DK 2,500 ～  3,800 円
役場前Ａ団地 大成 41 H ４ 64.62 ㎡ ３LDK 15,400 ～ 23,000 円

みやこの丘団地 〃 17-102 H 17 61.00 ㎡ ２LDK 18,200 ～ 27,100 円
下宮野団地 〃 186 H ３ 60.52 ㎡ ３LDK 13,300 ～ 19,800 円

あかしや団地 瀬棚 ６-202 H ６ 73.20 ㎡ ３LDK 18,700 ～ 27,800 円
〃 〃 49-04 S 49 43.00 ㎡ ２DK 5,800 ～  8,600 円

□特定公共賃貸住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
都いさりび団地 大成 ７-201 Ｈ７ 47.20 ㎡ １LDK 24,000 ～ 32,000 円
みやこの丘団地 〃 ９-206 Ｈ９ 64.17 ㎡ ２LDK 32,000 ～ 52,000 円

□定住促進住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額
コーポこんぴら 瀬棚 ４号室 Ｈ ８ 59.91 ㎡ ２LDK 43,000 円

 申込先　本庁建設水道課住宅係　　　　　　　☎ 0137-84-5114( 直通 )
 　　　　大成支所産業建設係　　　　　　　　☎ 01398-4-5511
 　　　　瀬棚支所産業建設係　　　　　　　　☎ 0137-87-3311

※入居資格や提出書類については、町のホームページまたは担当にお問い合わせ下さい。
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今月の担当

西　香奈美です

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
を
知
っ
て
ま
す
か
？

保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

　
日
本
人
の
帯
状
疱
疹
の
発
症

率
は
50
歳
代
か
ら
高
く
な
り
、

80
歳
代
に
な
る
ま
で
に
約
３
人

に
１
人
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
は
皮
膚
症
状
だ
け

で
な
く
、
神
経
に
も
炎
症
を
起

こ
し
、
重
症
化
す
る
と
入
院
が

必
要
に
な
っ
た
り
、
発
症
す
る

部
位
に
よ
っ
て
は
顔
面
麻
痺
な

ど
の
後
遺
症
が
残
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
初
期
症
状
は
チ
ク
チ
ク
、

部
位
は
左
右
ど
ち
ら
か

　
帯
状
疱
疹
の
初
期
症
状
は
皮

膚
に
チ
ク
チ
ク
と
し
た
強
い
痛

み
が
起
こ
り
、
そ
の
後
に
赤
く

小
さ
な
水
ぶ
く
れ
や
発
疹
が
出

て
き
ま
す
。
身
体
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
現
れ
ま
す
が
、
胸
か
ら

わ
き
腹
に
か
け
て
現
れ
る
方
が

多
い
で
す
。
ま
た
、
身
体
の
左

右
ど
ち
ら
か
に
見
ら
れ
、
３
～

４
週
間
ほ
ど
継
続
し
ま
す
。

　「
帯
状
疱
疹
が
体
を
一
周
す

る
と
死
ん
で
し
ま
う
」
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、
通

常
の
帯
状
疱
疹
で
は
身
体
を
一

周
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
発
見
が
遅
く
な
り
発

わ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
成
人

の
お
よ
そ
９
割
が
帯
状
疱
疹
の

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
、
水
ぼ
う
そ
う

に
罹
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
注
意
が
必
要
で
す
が
、

自
覚
症
状
が
な
く
感
染
に
気
が

付
か
な
い
方
も
い
る
た
め
、「
水

ぼ
う
そ
う
に
罹
っ
た
こ
と
が
な

い
＝
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
視
力
低
下
や
難
聴
、
神
経

痛
と
後
遺
症
は
様
々

　
帯
状
疱
疹
は
発
症
す
る
部
位

に
よ
っ
て
様
々
な
後
遺
症
が
残

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
眼
に
発

症
す
る
と
視
力
低
下
、
耳
に
発

症
す
る
と
難
聴
、
運
動
神
経
に

発
症
す
る
と
腕
が
上
が
ら
な
く

な
る
等
の
後
遺
症
や
合
併
症
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
も
有
名
な
帯
状
疱

疹
後
神
経
痛
（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）
は
、

皮
膚
症
状
が
落
ち
着
い
た
後
も

長
期
間
に
わ
た
り
痛
み
が
続
く

疹
が
大
き
く
広
が
る
と
家
事
や

仕
事
な
ど
の
日
常
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
重
症
化
す
る
と
入

院
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◆
原
因
は
水
ぼ
う
そ
う

　
帯
状
疱
疹
の
原
因
は
、
子
ど

も
の
頃
に
か
か
っ
た
水
ぼ
う
そ

う
（
水
痘
）
の
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
水
ぼ
う
そ
う
が

治
っ
た
後
も
、
長
年
に
わ
た
り

体
内
に
潜
伏
し
て
い
ま
す
が
、

普
段
は
免
疫
力
に
よ
っ
て
活
動

が
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
は
、「
疲
労
」「
ス

ト
レ
ス
」「
加
齢
」
な
ど
で
免

疫
力
が
低
下
し
、
ウ
イ
ル
ス
が

活
動
し
て
し
ま
う
こ
と
で
発
症

し
ま
す
。

　
ま
た
、
糖
尿
病
な
ど
、
生
活

習
慣
病
の
持
病
が
あ
る
方
や
関

節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
で
免
疫
の
働

き
を
抑
え
る
薬
を
服
用
し
て
い

る
方
等
も
免
疫
が
低
下
し
て
い

る
た
め
、
帯
状
疱
疹
を
発
症
す

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
日
本
人
で
は
、
50
歳
代
か
ら

帯
状
疱
疹
の
発
症
率
が
高
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
20

～
40
歳
代
の
方
が
発
症
し
な
い
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健診申込・健康相談などは

各保健師まで

●せたな町健康センター 　☎０１３７－８４－５９８４( 直通 )
●瀬棚支所　　　　　　　 ☎０１３７－８７－３３１１
●大成支所 　　　　　　　☎０１３９８－ 4 －５５１１

後
遺
症
で
す
。「
焼
け
る
よ
う

な
痛
み
」「
針
で
刺
す
よ
う
な

痛
み
」「
ヒ
リ
ヒ
リ
」「
ズ
キ
ズ

キ
」
な
ど
、痛
み
の
種
類
は
様
々

で
数
十
年
継
続
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
後
遺
症
は
ウ
イ
ル
ス
が
神
経

を
傷
つ
け
る
こ
と
で
発
症
す
る

た
め
、
帯
状
疱
疹
に
な
っ
た
ら

早
め
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

◆
発
疹
が
出
た
ら
、
す
ぐ
受
診

　
帯
状
疱
疹
の
治
療
の
中
心
は

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る

「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
」
と
痛
み
を

和
ら
げ
る
「
鎮
痛
剤
」
な
ど
が

使
わ
れ
ま
す
。
皮
膚
の
症
状
に

よ
っ
て
は
「
塗
り
薬
」
が
処
方

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
１
週

間
程
度
で
後
遺
症
な
く
治
癒
し

ま
す
が
、
発
疹
が
出
て
も
、
す

ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
方

が
少
な
い
現
状
に
あ
り
、
治
療

が
遅
れ
、
後
遺
症
が
残
っ
て
し

ま
う
方
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
原
因
の
わ
か
ら
な
い
ピ
リ
ピ

リ
、
チ
ク
チ
ク
し
た
痛
み
が
体

の
片
側
に
あ
り
、
そ
こ
に
発

疹
が
あ
っ
た
際
に
は
、
な
る
べ

く
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
週
末
に
発
疹
に
気
が
付
い
た

場
合
は
、
月
曜
日
ま
で
待
た
ず

に
、
土
日
も
診
療
し
て
い
る
医

療
機
関
や
緊
急
外
来
で
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
帯
状
疱
疹
の
予
防

①
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な
い

　
帯
状
疱
疹
は
免
疫
力
の
低
下

に
よ
っ
て
発
症
す
る
た
め
、
日

頃
の
体
調
管
理
が
重
要
で
す
。

　
食
事
や
睡
眠
を
し
っ
か
り
と

り
、
適
度
な
運
動
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
時
間
を
持
つ
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②
予
防
接
種
を
す
る

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は

２
０
１
６
年
に
認
可
さ
れ
た
弱

毒
生
水
痘
ワ
ク
チ
ン
（
商
品
名
　

ビ
ケ
ン
）
と
２
０
２
０
年
に
認

可
さ
れ
た
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ク

チ
ン
（
商
品
名
　
シ
ン
グ
リ
ッ

ク
ス
Ⓡ
）
の
２
種
類
が
あ
り
、

50
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
帯
状
疱
疹
を

完
全
に
防
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
発
症
し
て
も
症
状
が

軽
く
す
む
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　
水
ぼ
う
そ
う
に
罹
っ
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、
す
で
に
帯
状
疱

疹
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
免

疫
は
年
齢
と
と
も
に
弱
ま
っ
て

し
ま
う
た
め
、
改
め
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
い
、
免
疫
を
獲
得

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
で

は
、「
弱
毒
生
水
痘
ワ
ク
チ
ン
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
発
症

を
予
防
す
る
効
果
は
51
・
３

%
、
神
経
痛
を
予
防
す
る
効
果

は
66
・
５
%
あ
り
ま
す
が
、
７

～
８
年
で
発
症
予
防
効
果
が
21

～
32
％
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
効
果
を
維
持
し
た
い
場
合

に
は
数
年
後
に
は
打
ち
直
し
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
全
額
自
己
負

担
（
せ
た
な
町
国
保
病
院
で
は

７
千
円
）
で
接
種
で
き
ま
す
の

で
、
健
康
管
理
の
手
立
て
の
一

つ
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
主
治
医
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
弱

毒
生
水
痘
ワ
ク
チ
ン
は
同
時
に

接
種
で
き
ま
せ
ん
。
接
種
の
間

隔
は
２
週
間
以
上
あ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
時
期

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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こ
ん
に
ち
は
！
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
何
を
す
る
と
こ
ろ
？

　「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
何
を
す
る
と
こ
ろ
？
」

　
こ
ん
な
疑
問
を
お
持
ち
の
方

が
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

◆
用
語
解
説

●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　 

　
介
護
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
、
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
連

絡
、
調
整
を
行
う

 

●
社
会
福
祉
士

　 

　
介
護
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
高
齢
者
に

対
す
る
詐
欺
や
悪
徳
商
法

な
ど
の
消
費
者
被
害
へ
の

対
応
、
高
齢
者
虐
待
の
防

止
な
ど
に
対
応
す
る

●
保
健
師

　 

　
医
療
的
な
相
談
に
応
じ

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
介
護
予

防
教
室
開
催
な
ど
を
行
う

　
高
齢
者
の
相
談
先
と
し
て

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
名
前
を
聞
く
と
思
い
ま
す

が
、
何
を
相
談
で
き
る
の
か
具

体
的
に
知
っ
て
い
る
人
は
多
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
相
談
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
方
も
含
め
、
今
後

利
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
あ
る

施
設
で
、
略
し
て
「
包
括
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
介
護
や
介
護
予
防
に
関
す
る

相
談
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
介

護
保
険
の
手
続
き
や
日
常
生
活

で
の
困
り
ご
と
の
相
談
が
で
き

ま
す
。

　「
包
括
」
に
は
、
介
護
・
医
療
・

保
健
・
福
祉
の
そ
れ
ぞ
れ
分
野

の
専
門
知
識
を
持
っ
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
が
お
り
、
様
々
な
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
せ
た
な
町
で
は
、
さ
ら
に
高

齢
者
等
支
援
員
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
独
自
に

配
置
し
、
概
ね
77
歳
以
上
の
独

居
の
方
や
高
齢
者
の
み
世
帯
を

訪
問
し
、
身
体
の
こ
と
や
生
活

の
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
な

い
か
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
は
、
多
く
の
方
に
と
っ

て
初
め
て
直
面
す
る
問
題
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
個
人
で
解
決

す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
も

の
で
す
。
家
族
内
で
抱
え
込
む

こ
と
な
く
、
早
め
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
窓
口

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
６
９
９

　
瀬
棚
支
所

　
☎
０
１
３
７
・
８
７
・
３
３
１
１

　
大
成
支
所

　
☎
０
１
３
９
８
・
４
・
５
５
１
１

令和 4 年度サマージャンボ宝くじ
　「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」が、
７月５日（火）から全国で２種類同時発売されます。

　●発売期間：2022 年７月５日（火）～８月５日（金）

　●抽せん日：2022 年８月 17 日（水）

　サマージャンボは、ＰＣやスマホからもネット購入できます！

　 ※この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使
われます。
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キ
ツ
ネ
メ
バ
ル
の

　 

標
識
装
着
放
流
体
験

　
５
月
19
日
（
木
）、
久
遠
漁
港
で
久
遠
小

学
校
３
・
４
年
生
６
名
に
よ
る
キ
ツ
ネ
メ
バ

ル
（
マ
ゾ
イ
）
の
標
識
装
着
と
放
流
体
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
子
ど
も
た
ち
に
地
域
漁
業
の

実
態
や
魚
類
の
生
態
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
う
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
檜
山

地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
せ
た
な
支
所
の

髙
山
支
所
長
か
ら
キ
ツ
ネ
メ
バ
ル
の
生
態
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
タ
グ
ガ
ン
を
使

用
し
、
黄
色
の
標
識
を
装
着
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
漁
船
か
ら
漁
港
内
に
キ
ツ
ネ
メ

バ
ル
を
放
流
し
ま
し
た
。

町
営
牧
場
で

 

放
牧
が
始
ま
り
ま
し
た

　
５
月
19
日
（
木
）・
20
日
（
金
）
の
２
日
間
、

山
越
地
区
・
小
川
地
区
の
町
営
牧
場
に
お
い

て
、
牛
１
８
６
頭
の
放
牧
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　
酪
農
家
か
ら
預
か
っ
た
牛
を
農
協
職
員
や

町
職
員
ら
が
協
力
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降

ろ
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
寒
い
日
で
し
た
が
、
牛
た
ち
は

先
を
争
う
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
て
い

ま
し
た
。
中
に
は
、
な
か
な
か
降
り
な
い
牛

も
い
ま
し
た
が
、
パ
ド
ッ
ク
を
走
り
回
っ
た

後
、
広
い
牧
草
地
に
駆
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
牛
は
、
雄
大
な
牧
草
地
を
駆
け
回
り
、
す

く
す
く
と
育
っ
た
秋
頃
に
、
各
酪
農
家
の
も

と
へ
と
帰
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
市
場
直
売
会

　 

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　
５
月
21
日
（
土
）、
ふ
れ
あ
い
市
場
で
今

年
度
初
の
直
売
会
が
開
催
さ
れ
、
旬
の
海
産

物
や
農
産
物
、
加
工
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

　
入
場
人
数
の
制
限
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
の
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て

行
わ
れ
た
直
売
会
は
、
７
店
舗
が
出
店
し
、

こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た
お
客
さ
ん
は
久

し
ぶ
り
の
ふ
れ
あ
い
市
場
で
の
買
い
物
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
に
５
月
の
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た

直
売
会
は
、
毎
週
土
曜
日
10
月
29
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す

高
齢
者
大
学
入
学
式
が

 
　
　
３
年
ぶ
り
に
開
催

　
５
月
17
日
（
水
）、
せ
た
な
町
民
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
令
和
４
年
度
せ
た
な
町

高
齢
者
大
学
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
檜
山
い
き
が
い
学
園
・
大
成
く
お
ん
大

学
・
瀬
棚
寿
大
学
の
入
学
式
は
合
同
で
開
催

し
て
お
り
、
今
年
は
瀬
棚
寿
大
学
に
３
人
が

入
学
し
、
在
校
生
は
57
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
学
式
終
了
後
の
似
顔
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

み
や
ま
氏
の
記
念
公
演
で
は
、
似
顔
絵
の
書

き
方
や
参
加
者
を
曲
に
合
わ
せ
て
即
興
で
書

い
た
似
顔
絵
が
披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
は
、
修
学
旅
行
の
ほ

か
、
運
動
教
室
な
ど
様
々
な
活
動
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

T O P I C S
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広報せたな　令和４年７月号

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館

～
行
っ
て
み
よ
う
！
と
な
り
ま
ち
～

◉
長
万
部
町

　「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
展
示

　
～
平
和
祈
念
館
～

　
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
年
）
の
終
戦
記
念
日

に
、
展
示
品
の
数
々
が
町
に
寄
贈
さ
れ
平
和
を

祈
念
し
て
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

　
丸
木
位
里
・
俊
夫
妻
「
原
爆
の
図
・
母
子
像
」

な
ど
、
反
戦
と
平
和
を
願
う
心
が
生
ん
だ
美
術

工
芸
品
を
展
示
。
前
庭
に
は
、
世
界
的
彫
刻
家
、

本
郷
新
の
作
品
群
が
並
ん
で
い
ま
す
。〔
入
場

は
無
料
〕

■
場
所
／
長
万
部
町
字
長
万
部
４
１
３
番
地
12

■
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時
■
休
館
日
／

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
。

問
教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

☎

０
１
３
７
７
・
２
・
２
７
４
８

◉
八
雲
町
八
雲
地
域

北
海
道
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
「
移
動

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
出
入
国
在
留
管
理
局
や
行
政
書
士
な
ど
専
門

家
に
、
在
留
資
格
（
ビ
ザ
）、
仕
事
の
悩
み
、

税
金
・
年
金
、
子
育
て
・
教
育
、
結
婚
・
離
婚
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
、
多
言

語
（
11
ヵ
国
語
）
で
相
談
で
き
ま
す
。
相
談
料

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ

い
（
秘
密
は
守
り
ま
す
）。

■
日
時
／
７
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

30
分
■
会
場
／
は
ぴ
あ
八
雲
１
階
研
修
室
（
八

雲
町
本
町
１
１
０
番
地
１
）
問
北
海
道
外
国
人

相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
１
・
２
０
０
・
９
５
９
５

◉
八
雲
町
熊
石
地
域

緑
に
包
ま
れ
た
心
地
よ
い
自
然
の
中
で

く
ま
い
し
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
緩
や
か
な
斜
面
を
活
用
し
て
、
適
度
な
変
化

の
あ
る
全
長
９
３
６
ｍ
、
18
ホ
ー
ル
。
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
や
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
、
戦
略
的
な
コ
ー

ス
も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め

る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
利
用
時
間
／
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
■

利
用
料
金
／
１
日
券
３
１
０
円
、
シ
ー
ズ

ン
券
１
２
５
６
０
円
■
定
休
日
／
毎
月
第

２
・
４
月
曜
日
問
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

☎

０
１
３
９
８
・
２
・
３
１
１
１

◉
今
金
町

 問い合わせ先
　厚生労働省労働基準局労働保険徴収課
　　　　　　　☎ 03 ー 5253 ー 1111

　令和 4 年度労働保険（労災保険・雇用保険）

の年度更新期間は７月 11 日（月）までです。

　最寄りの労働局・労働基準監督署・金融機

関で申告・納付をお願いします。

　年度更新申告書の書き方及び申告・納付方

法等の詳細につきましては、年度更新申告書

に同封しているパンフレット等をご参照くだ

さい。

　厚生労働省ホームページでも

ご覧いただけます。

労働保険のお知らせ
７月 17 日は

「北海道みんなの日」
　北海道の価値を見つめ直し、これからの北海道
を考える日
　1869 年（明治２年）、北海道の名付け親とされ
る松浦武四郎が、明治政府に「北加伊道（ほっか
いどう）」という名称を提案した７月 17 日は、「北
海道みんなの日」、愛称「道みんの日」です。
　北海道の魅力と価値を再発見し、北海道を誇り
に思う心を育み、より豊かな北海道を築き上げる
ことを期する日として平成 29 年に制定しました。
　この日をきっかけに、道民の
皆様には北海道に愛着や誇りを
持っていただき、北海道の魅力
を発信する機会としていただけ
れば幸いです。

北海道

海上自衛隊
　　　　　掃海艇いずしま入港

体験航海しませんか？

☆開催内容（予定）
日　　時：８月２日 13：00 ～ 15：00
　　　　　　　３日  9：30 ～ 11：30
場　　所：函館西ふ頭（Ｅ岸壁）
対 象 者：中学・高校生
　　　　　（保護者の方も参加可能です）
応募〆切：７月 15 日（金）

　希望される方は、こちらまでご連絡ください。
自衛隊函館地方協力本部今金地域事務所

　 所長　佐野　晃一
　携帯電話：０８０－４４０５－９１９４
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７
月
３
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン
　

　
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
い
ち
ご
狩
り
情
報

　
７
、
８
月
の
日
曜
日
及
び
祝
日
の
午
前
中
の

み
開
催
。
５
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
た
ハ
ウ
ス
で

栽
培
さ
れ
る
甘
酸
っ
ぱ
い
「
す
ず
あ
か
ね
」
を
、

今
シ
ー
ズ
ン
も
い
ち
ご
狩
り
で
ご
提
供
い
た
し

ま
す
。

■
予
約
／
１
日
限
定
４
組
ま
で
の
完
全
予
約

制
（
１
組
30
分
食
べ
放
題
）
■
料
金
／
大
人

１
５
０
０
円
　
小
学
生
７
０
０
円
　
幼
児
無
料

詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
問
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ
☎
０
１
３
７
・
８
３
・
７
１
１
１

◉
せ
た
な
町

　【
セ
タ
ス
タ
グ
ラ
ム
】

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
　
開
催
中
！

青
色
部
門
（
海
・
空
な
ど
）

　
＃
セ
タ
ス
タ
ブ
ル
ー

緑
色
部
門
（
山
・
森
な
ど
）

　
＃
セ
タ
ス
タ
グ
リ
ー
ン

黄
色
部
門
（
夕
陽
・
花
な
ど
）

　
＃
セ
タ
ス
タ
イ
エ
ロ
ー

笑
顔
部
門
（
人
物
の
笑
顔
）

　
＃
セ
タ
ス
タ
ス
マ
イ
ル

※
＃
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
入
賞
／
青
色
、
緑
色
、
黄
色
部
門
か
ら

５
点
、
笑
顔
部
門
か
ら
１
点
を
選
出

■
入
賞
特
典
／
５
０
０
０
円
相
当
の
せ
た

な
町
の
特
産
品
（
「
呑
ん
だ
く
れ
」
セ
ッ
ト

ま
た
は
「
美
味
し
い
物
」
セ
ッ
ト
）

■
入
賞
作
品
／
観
光
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て
せ
た

な
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
活
用

■
投
稿
方
法

　 

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
にIn

sta
g

ra
m

ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

　 

②@
se

ta
n
a
to

w
n

を
検
索
し
、
せ
た
な

観
光
協
会
を
フ
ォ
ロ
ー

　 

③
応
募
し
た
い
部
門
の
写
真
を
用
意
す
る

　 

④
投
稿
画
面
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
入
力
欄

に
応
募
部
門
の
「
セ
タ
ス
タ
〇
〇
」
と
「@

se
ta

n
a
to

w
n

」
を
付
け
て
シ
ェ
ア
（
投
稿
）

■
応
募
期
間
／
令
和
４
年
10
月
31
日
ま
で

 

入
賞
さ
れ
た
方
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
11
月
下
旬
に
連
絡
し
ま
す
。

問
せ
た
な
観
光
協
会
☎
０
１
３
７
・
８
４
・

６
２
０
５
　
せ
た
な
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/

/
se

ta
n
a
v
i.jp

/

海上保安大学校・海上保安学校学生募集
　海上保安庁では、令和５年４月期採用の学生を募集します。
◆待遇
　　海上保安大学校、海上保安学校は入学金、授業料等は一切不要です。学生生活に必要な制服や寝具等は貸与されます。
　　なお、教科書、食費、身の回り品等は自己負担です。
　 　入学と同時に国家公務員としての身分を与えられるため、海上保安大学校、海上保安学校では、毎月約 15 万円の給

与やいわゆるボーナスが支給されるほか、国土交通省職員として、国土交通省共済組合員としての社会保障を受ける
ことができます。

◆受験資格

海上保安
大学校

①  2022 年４月１日において高校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して 2 年を経過していない者及び 2023
年３月までに高校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者

海上保安
学校

①  2022 年４月１日において高校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して 12 年を経過していない者及び 2023
年３月までに高校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者

◆試験日程

海上保安大学校 海上保安学校
受付案内配布期間 ６月 15 日 ( 水 ) ～

受付
期間

インターネット 　　  ８月 25 日 ( 木 ) ～９月 ５ 日 ( 月 ) ７月 19 日 ( 火 ) ～７月 28 日 ( 木 )
郵送・持参 ８月 25 日 ( 木 ) ～８月 26 日 ( 金 ) ７月 19 日 ( 火 ) ～７月 20 日 ( 水 )

１次試験 10 月 29 日 ( 土 )、10 月 30 日 ( 日 ) ９月 25 日 ( 日 )

◆申込方法等
　申込方法、試験内容等は下記のホームページまたはＱＲコードをご覧ください。
　海上保安庁ホームページ　https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/admission/　

 問い合わせ先
  瀬棚海上保安署
   ☎（0137）87 － 2634

令和５年度　渡島・檜山管内町職員採用資格試験のご案内
◆試験区分及び職務内容

試験区分 職務内容

一　般
事務職

上級 町村長部局・教育委員会・議会事
務局等に勤務し、一般行政事務に
従事します。初級

◆受験資格（上級、初級とも学歴は問いません）

試験区分 受験資格

上級
平成４年４月２日～平成 13 年４月１日ま
でに生まれた方

初級
平成 13 年４月２日～平成 17 年４月１日
までに生まれた方

※ ただし、日本国籍を有しない方または地方公務員法
第 16 条各号に該当する方は受験できません。

◆試験日程
・第 1 次試験
　日　　時　令和５年９月 18 日（日）午前８時 50 分着席
　場　　所　上級：七飯町文化センター
　　　　　　　　　乙部町民会館
　　　　　　初級：七飯町大中山コモン
　　　　　　　　　乙部町民会館
・第２次試験
　採用予定町より第 1 次試験の合格者に通知
◆受付期間
　令和４年 7 月１日（金）～ 8 月５日（金）

※申込用紙は各町のホームページからもダウンロードすることができます。

 申込書の配布場所
　せたな町役場総務課
　渡島または檜山管内各町役場総務課
　渡島町村会事務局、檜山町村会事務局
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函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

せ
た
な
町
で
月
１
回
法
律
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　
金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家

事
関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。な

お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
）

●
日
時
（
７
月
～
８
月
分
）

　

・
７
月
８
日
（
金
）

　

・
８
月
19
日
（
金
）

●
実
施
時
間
／
13
時
～
16
時

●
相
談
件
数
／
６
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

問
函
館
弁
護
士
会

☎
０
１
３
８
・
４
１
・
０
２
３
２

ご
相
談
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
受
付
分

　

合
計
２
６
７
件

　
　
　
　

　
　

３
、７
９
３
千
円

ご
相
談
く
だ
さ
い

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
北
海
道
八
雲
保
健

所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を
ご
希
望

法
律
・
登
記
・
行
政
相

談
の
無
料
相
談
会
の
お

知
ら
せ

相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
・
行

政
相
談
な
ど
、
心
配
ご
と
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

７
月
13
日
（
水
）
10
時
～
12
時

●
予
約
締
切

　

７
月
11
日
（
月
）

　

※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員

　

司
法
書
士　

森　

奈
津
美

問
役
場
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

裁
判
所
出
張
手
続
案
内

の
お
知
ら
せ

函
館
地
方
・
家
庭
裁
判
所
か
ら

職
員
が
出
張
し
住
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

　

８
月
18
日
（
木
）
13
時
～
16
時

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法

　

８
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
函
館

地
方
裁
判
所
総
務
課
ま
で
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
函
館
地
方
裁
判
所

☎
０
１
３
８
・
３
８
・
２
３
７
２

７月 12 日 (火)　  瀬棚支所
◎ 移動町長室は９：00 から 11：30 までの開設となります。

◎ 当日は区内を巡回して不在のこともありますので、御用

の際は事前に予定をお問い合わせください。

◎ 公務の都合上、急に日程を変更する場合がありますので

ご理解願います。

◉町・道民税
納期限は

６月 30日（木）です

忘れずに納めましょう

　納税通知書は６月 10 日

に発送しております

忘れないで納期限
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し
込

み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
７
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
今
金
地
域
保
健
支
所

問
八
雲
保
健
所
保
健
係

☎
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

お
知
ら
せ
し
ま
す

自
動
車
税
種
別
割
を
納
め

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

令
和
４
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日
で
し
た
。

７
月
上
旬
の
時
点
で
納
税
の
確

認
が
で
き
な
い
方
へ
、
７
月
19
日

（
火
）
に
督
促
状
を
発
付
し
ま
す
。

　
督
促
状
を
受
け
取
っ
て
も
納
税

せ
ず
放
置
し
た
場
合
、
差
押
え
な

ど
の
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

（
納
税
の
確
認
に
は
、
10
日
程
度

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
す
ぐ
に
納
税
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
方
は
、
早
急
に
檜
山

振
興
局
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

問
檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
０
１
３
９
・
５
２
・
６
４
７
３

お
知
ら
せ
し
ま
す

不
正
改
造
は
犯
罪
！

ま
わ
り
の
み
ん
な
が
迷
惑
！

　
自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
娯
楽
の
道
具
と
し
て
も

認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
不
正
改
造
を
施
さ
れ
た

車
両
が
存
在
し
、
生
活
の
安
全
・

安
心
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
車
両
の
安

全
確
保
及
び
環
境
保
全
を
図
る
た

め
、「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
」
を
全
国
的
に
展
開
し
て
お

り
、
函
館
運
輸
支
局
で
は
、
6
月

を
強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な
取

組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
不
正
改
造
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

不
正
改
造
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

「w
w

w
.te

nke
n-se

ib
i.com

」

問
北
海
道
運
輸
局
函
館
運
輸
支
局

☎
０
１
３
８
・
４
９
・
８
８
６
４
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広報せたな　令和４年７月号

人 口 と 世 帯

令和４年５月末現在（前月比）

人口 7,269 人 （ー 14）

北檜山区 4,355 人 （± ０）

大成区 1,263 人 （－８）

瀬棚区 1,651 人 （－６）

男 3,440 人 （－８）

女 3,829 人 （－６）

世帯 3,984 世帯 （－９）

戸籍の窓口
（５月１日～５月 31 日届出）

○諏訪部楓
ふうか

花ちゃん  （竜平）北檜山

○牧野　　蒼
あお

くん　  （俊夫）北檜山

○南保　快
かいち

知くん　  （友佑）北檜山　 　

○齋数　久雄さん　（79 歳）　太　櫓

○正木コヨシさん　（90 歳）　若　松

○長縄　輝雄さん　（90 歳）　若　松

○須藤　京子さん　（88 歳）　富　里

○田中　清子さん　（53 歳）　丹　羽

○山内　康子さん　（81 歳）　西丹羽

○河田　直樹さん　（48 歳）　西丹羽

○井口　眞次さん　（46 歳）　松　岡

○井上　勇吉さん　（96 歳）　豊　岡

○関　　淳子さん　（82 歳）　北檜山

○笹森　靖生さん　（54 歳）　　都

○輪島　妙子さん　（88 歳）　　都

○山崎　　隆さん　（65 歳）　　都

○沖崎　フミさん　（95 歳）　本　陣

○酒井　よしさん　（106 歳）　宮　野

○越中　ケサさん　（85 歳）　元　浦

○板東　勝吉さん　（84 歳）　本町６区

○加我　イワさん　（92 歳）　本町６区

○安達　敏子さん　（82 歳）　本町８区

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます

　ご存知ですか？ 
　　国民年金『免除・納付猶予制度』
　令和４年度の国民年金保険料の月額は 16,590 円です。保険料　は毎月納
めていただきますが、収入の減少や失業、また働いていない学生の方は保
険料を納めることが難しくなることもあります。
　でも未納のままにしておくと、将来の「老齢基礎年金」や、障害や死亡
など不測の事態が生じたときの「障害基礎年金」「遺族基礎年金」が受け取
れなくなるかもしれません。
　経済的な理由により、保険料を納付することが困難な場合は保険料を免
除又は納付猶予が出来る制度があります。

◎ 国民年金の保険料を納めるのが難しい方に知ってほしい　
４つの制度

◆制度１　経済的に保険料が納められない方に「申請免除」制度
　収入の減少や失業等により保険料を納めることが経済的に難しいとき、保
険料の全額または一部が免除されます。
　承認された期間は年金の受給資格期間に算入されますが、将来受取る年
金額を計算するときは保険料を納めた時に比べて２分の１（全額免除の場
合）になります。
＊審査対象者：本人・配偶者・世帯主
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（７月～翌年６月）で行います。

◆制度２　50 歳未満の方に「納付猶予」制度
　50 歳未満の方（学生以外）で、働いていないなどの理由で生活に余裕が
ない場合、保険料が猶予されます。
　承認された期間は年金の受給資格期間に算入されますが、将来受取る年
金額は増えません。
＊審査対象者：本人（50 歳未満）・配偶者・世帯主
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（７月～翌年６月）で行います。

◆制度３　20 歳以上の学生の方は「学生納付特例」制度
　学生で前年所得が基準以下の場合は、在学期間中の保険料が猶予されます。
　10 年以内であればさかのぼって納めることも可能です。
　将来の年金受給額を増やすためぜひ追納をオススメします。
＊審査対象者：学生本人
＊承認期間：保険料の納付期限から２年を経過していない期間
＊審査は年度単位（４月～翌年３月）で行います。

◆制度４　障害基礎年金や生活保護を受けている方に「法定免除」制度
　障害基礎年金、障害厚生年金の１級及び２級の受給権者、生活保護法に
よる生活扶助を受けている方、ハンセン病療養所、国立療養所などに入所
している方は保険料が免除されます。
＊法定免除に該当する方でも保険料の納付申出により保険料を納められます。

※お手続きはお近くの年金事務所または役場年金窓口へお越し下さい。
　国民年金に関するお問い合わせ先  
　◎函館年金事務所  　　　　　　　　　　☎ 0138-56-1165
　◉本庁 町民児童課 戸籍年金係　　　　　☎ 0137-84-5113（直通）
　◉瀬棚支所 住民係 　　　　　　　　　　☎ 0137-87-3311
　◉大成支所 住民係 　　　　　　　　　　☎ 01398-4-5511

戸籍年金係からのお知らせ

マイナンバーカード特設窓口を開設しています。
☆７月の特設窓口☆
　■夜間（毎週木曜日）／７日、14 日、21 日、28 日　午後７時まで
　■休日（第２・４日曜日）／ 24 日　午前９時から正午まで
　■場所／本庁・瀬棚支所・大成支所
　※ 10 日（日）は参議院議員通常選挙のため、窓口は開設しません。
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　　　　役場（担当課）への直通電話番号一覧
　　　　　　　　※通話中の場合は、代表電話（0137-84-5111）へおかけください。

税務課 町民児童課 建設水道課 保健福祉課 教育委員会
0137-84-5112 0137-84-5113 0137-84-5114 0137-84-5984 0137-84-6260

ご利用ください

 　大きくなってね

　ニシンの稚魚を放流しました
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●
町
内
初
の
危
険
家
屋
解
体
の
略

式
代
執
行
に
着
手
し
ま
し
た
。
混

同
さ
れ
る
の
が
所
有
者
（
相
続
人

等
）
が
判
明
し
て
い
る
行
政
代
執

行
で
す
。
ど
ち
ら
も
市
町
村
が
解

体
除
去
し
ま
す
が
、
略
式
代
執
行

の
費
用
は
税
金
で
、
行
政
代
執
行

の
場
合
は
、
所
有
者
に
か
か
っ
た

費
用
を
請
求
し
ま
す
。
屋
根
や
ト

タ
ン
が
飛
ん
で
他
人
に
被
害
が
出

た
場
合
も
所
有
者
が
賠
償
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
空
家
の
解
体
補

助
は
家
だ
け
で
、
車
庫
や
お
店
は

対
象
外
。
終
活
に
建
物
の
処
分
も

含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
▼
私
も
帯
状

疱
疹
経
験
者
で
す
。
額
と
右
の
瞼

に
肌
荒
れ
の
よ
う
な
症
状
が
出
ま

し
た
が
痛
く
も
な
く
、
髪
を
梳
い

た
と
き
頭
皮
が
チ
カ
チ
カ
と
し
た

感
じ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
赤
い
な

ど
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
日
後
の
金
曜
日
、
同
僚
か

ら
「
帯
状
疱
疹
じ
ゃ
な
い
？
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
痛
み
と
肌
荒

れ
の
場
所
が
違
っ
た
た
め
、
帯
状

疱
疹
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
土

曜
日
は
頭
痛
が
ひ
ど
く
、
緊
急
受

診
。
失
明
の
危
険
が
あ
る
か
ら
と

眼
科
受
診
を
指
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
行
き
つ
け
の
眼
科
は
午
後
休

診
。
な
ん
と
か
、
ほ
か
の
眼
科
を

受
診
で
き
ま
し
た
が
、
人
生
で
一

番
焦
っ
た
日
で
し
た
。
【
竹
内
】

　６月３日（金）、鵜泊漁港（太櫓地区）で町内園児がニシンの稚魚放流を体験しました。
　今年は認定こども園、瀬棚保育所、大成保育園の子どもたちが一堂に集まり行われ、檜山地
区水産技術普及指導所せたな支所の髙山支所長からニシンの生態やニシンを使った料理につ
いて説明を受けた後、バケツを使って稚魚の放流を体験しました。
　放流用のパイプからこぼれないように慎重にバケツを傾けると稚魚だけが残ってしまうこ
とがありましたが、子どもたちは「行ってらっしゃい」と声をかけながら放流していました。　

瀬棚保育所瀬棚保育所大成保育園大成保育園

認定こども園認定こども園


